
令和５年度 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、活動を休止していましたが、 

感染対策を行いながら、令和４年６月より本格的に活動を再開させました。 

その主な活動についてご紹介します。 

令和５年度の年間スケジュール確認をしました。 

隅田公園の二天門前で、春の花植えを行いました。 

植えた花：ペチュニア、アゲラタム、ジニア 

ピンクアナベルを植える管理地を測量して、花の数量や配置を確認しました。 

グリーンリーダーと合同で、アジサイの選定作業を行いました。 

 サクラを隅田公園の二天門前で、秋の花植えを行いました。 
植えた花：ペンタス、サルビア、アキランサス

新しい管理地に低木の花を植え付けました。 

植えた花：ピンクアナベル 

 

 



樹木医の和田先生を講師にむかえて、サクラの病害虫について学びました。隅田公園にクビアカツ

ヤカミキリが発生しましたが、正しい知識を身につけることができました。 

サクラへの施肥（グリーンパイルの打ち込み）を行いました。樹木ごと   

に幹回りを計測し、太さに応じて必要な量の肥料を打ち込みました。 

令和５年度の活動の振り返りと、反省を行いました。 

全体会後は、隅田公園に移動し、冬の花植えを行いました。 

植えた花：ビオラ、プリムラ、ノースポール 

隅田公園内のサクラの剪定枝を使って、草木染をしました。 

今年は例年よりも濃い色に染めあがりました。 

隅田公園二天門入口の花壇に、東京マラソンで並木通りを彩ってくれ 

た花々を植えました。 

今年は、花の数が多かったので、遊具近くの植え込みにも植えました。 

サクラの枝を採取して、花芽の数を数えました。芽鱗（がりん）と呼ば

れる、花芽を覆っているうろこ状の小片をピンセットではがすと、花芽が

出てきます。これが、何輪ついているかを記録し、平均値を出しました。

毎年同じ樹で調査しているので、昨年と今年のサクラで元気度を比べま

した。 

全部で４本のソメイヨシノを調査しましたが、昨年の方が花芽が多く、元気であったことがわかりまし

た。 


